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行政区長懇談会（赤沢会場）要約版 
令和５年６月 28 日 

 
１ 開会 
 
２ 町長挨拶（要約） 

行政区長の皆様には、本日のご出席並びに日頃より刊行物の配布についてご協力をい
ただき、御礼を申し上げる。 
各地区において住民から色々な相談や事案を持ち込まれていると思うが、その点も含

めて忌憚のないご意見をよろしくお願いしたい。 
 

３ 町からの情報提供 
・行政区長の委嘱について 
・各種推薦の依頼について 
・まちづくり計画アンケートの実施（まちづくり座談会資料３ページ、都市計画課より） 

 
４ 懇談 
＜行政区長＞ 

行政区長発送について、JA の農家組合長配布と同様に月１回の配布とはならない
か？ 

（山上総務課長） 
ご要望の件について昨年広報紙の発行が月１回になった際に庁内で議論したが、一 

回当たりの配布量が膨大になってしまうこと、情報にタイムラグが生じてしまうこと
が課題となった。デジタル化を含め、それぞれの地域に合った、行政区長の負担を軽減
できるようなやり方を考えてまいりたい。 
 

＜行政区長＞ 
①行政区長発送（毎月第二水曜日）と JA の農家組合長配布（毎月第二木曜日）の日程
が一週間ずれた月があった。班長と農家組合長を兼務する者の負担になるので、同じ
週の配布となるよう調整をしていただきたい。 

②未給水地区に係る水道工事の進捗状況を伺いたい。 
③国土調査の時から道路の赤線がなくなっている箇所があるのは何故か。 

（山上総務課長） 
①今年度はすでに配布スケジュールが決まっているため、来年以降の発送日程につい
て、JAの農家組合長配布と同じ週になるよう調整できないか話し合いを行いたい。 
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（吉田下水道課長）  
②現在、岩手中部水道企業団の方と統合の協議をしている。統合後、給水区域を広げる
設計・工事を行うような計画をしているが、水量が足りないため、全地区の工事が完
了するのは順調に進んでも 10～20 年後となる見込みである。 

（谷地建設部長） 
  ②工事の進捗については、地権者も含めて都度共有する機会を設けたいと思う。 
（齊藤土木課長） 
③図面を見ないと正確な回答ができないが、もともと赤線ではなかったか、国土調査の
際になくなってしまったかのいずれかだと予想される。後ほど詳しい場所を教えて
いただきたい。 

 
５ 町長総括 
  何点かご意見をいただいた刊行物の配布については、JA の農家組合長配布と日程がず
れると兼任している班長達の負担になる。JA の担当者と調整をして負担がかからない方
法にしていかなければいけないと考えている。 
 岩手中部水道企業団との協議も前向きに進めていたので、実際の工事も 20 年は要さな
い仕組みで進めていきたいと思う。説明にもあったが、地域住民に進捗状況を都度伝えて
いくようにしたい。 

  本日は様々なご意見をいただけたことに感謝申し上げる。 


